
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

134 134

創意工夫展
作品数200作品

書写展出品数
400作品

令和3年度実績
創意工夫展作品
数 155作品

書写展出品数
411作品

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は、コロナ等の影響により創育工夫展の作品数が目標を達成できなかったが、児童生徒の情操を養い、創造性を育成するきっかけのひとつと
なっており、現状を継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

創意工夫展・書写展
事業

児童生徒の創意・創造性を育むととも
に、日本伝統の毛筆・硬筆を通じて個性
の伸長と豊かな情操を涵養するため、創
意工夫展及び書写展を開催する。

創意工夫展開催（令和3年9月9日
～令和3年9月14日開催）
書写展開催（令和4年1月20日～
令和4年1月26日）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-2 豊かな心を育む教育の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

47,890 47,890

組織的・計画的
な特別支援教育
の推進のために
校内教育支援委
員会の充実が図
られていると回
答した学校の割
合目標
小学校 80%
中学校 80%

組織的・計画的
な特別支援教育
の推進のために
校内教育支援委
員会の充実が図
られていると回
答した学校の割
合実績
小学校 100%
中学校 100%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

特別な支援を要する児童生徒数は増加傾向にあり、また、個々の教育的ニーズ対応するため、特別支援教育の質の向上と支援員・介助員の配置人数等の
拡大に向けた検討は必要である。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

特別支援教育推進事
業

特別な支援を必要とする子ども達の教育
的ニーズに対応していくため、小中学校
に支援員を配置（小学校は複数配置）す
る。また、特別支援学級において介助が
必要な児童生徒が在籍する小中学校に介
助員を配置する。

特別支援教育支援員を小中学校
に23人配置
特別支援学級介助員を小中学校
に15人配置

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-6 社会の変化や課題に対応した教育の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0

市Ｐ連研修会開
催回数 12回

市Ｐ連研修会開
催回数 0回

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度については、コロナウイルス感染拡大に伴い実施できなかったが、児童生徒の健全育成を図るため、学校だけでなく家庭の教育力を高めるこ
とが重要であることから、今後も引き続き主体的なPTA活動の支援に向けた取り組みを継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

北広島市ＰＴＡ連合
会支援事業

児童生徒の健全育成を図るため、北広島
市PTA連合会へ補助金を交付し、活動を支
援する。

北広島市PTA連合会への補助
北広島市PTA連合会研究大会　新
型コロナウイルス感染症予防対
策のため中止

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-3 安心して学べる体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-3-1 幼児教育・家庭の教育力向上への支援の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

21 21

幼保小連携交流
会への参加対象
小学校 8校
保育園 8園
幼稚園 6園
認定こども園 3
園

陽保障連携交流
会への参加実績
小学校 8校
保育園 7園
幼稚園 5園
認定こども園 3
園

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

幼児教育から小学校教育へのスムーズな接続と切れ目のない支援につながっており、現状継続とする。今後は幼保小の架け橋プログラムを踏まえた架け
橋期(義務教育開始前後の5歳児から小学校1年生の2年間)の教育課程をつなぐ取り組みに踏み込む事が必要である。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

幼保小連携推進事業

幼稚園・保育園・認定こども園における
教育・保育環境から、小学校の学習・生
活環境への円滑な接続を図るため、交流
会や研修会を継続的に実施し、幼稚園・
保育園・認定こども園・小学校・学童ク
ラブ・子ども発達支援センターそれぞれ
の担当者間・子ども同士・保護者間の交
流の機会を設け、連携を深める。

幼保小連携交流会（学童クラブ
指導員参加）1回開催（新型コロ
ナウイルス感染症対策のため1回
中止）
幼児教育の連携に関する懇話会
3回開催（うち2回書面開催）
幼保小連携に関する講演会　1回
開催
幼保小懇談会 新型コロナウイル
ス感染症対策のため中止
幼保保護者会への小学校教員の
派遣　8回開催
小学校教員による参観研修　新
型コロナウイルス感染症対策の
ため中止

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-3 安心して学べる体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-3-1 幼児教育・家庭の教育力向上への支援の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

6,000 6,000

令和2年度相談
件数
小学生　105件
中学生　398件

令和3年度相談
件数
小学生　353件
中学生　681件
※令和2年度よ
り相談項目数を
5から13項目へ
増加

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

複雑化する児童生徒の悩みや不安、ストレス等の解消を図るとともに、いじめや不登校の未然防止と早期発見につなげるために必要であり、継続して実
施する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

心の教室相談事業

小中学校に心の教室相談員を配置し、児
童生徒の悩みや不安等の解消を図るとと
もに、いじめや不登校の未然防止と早期
把握に努める。

心の教室相談員を配置
小学校　8名
中学校　6名

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-2 豊かな心を育む教育の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

11,839 670 11,169

令和2年度全国
不登校児童生徒
割合
小学生　1.00%
中学生　4.09%

スクールソー
シャルワー
カー活用事業
委託金

令和3年度北広
島市不登校児童
生徒割合
小学生　1.07%
中学生　3.74%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

不登校の児童生徒数は北広島市においても全国と同様に増加傾向にある。不登校やいじめの未然防止及び早期支援、早期解消に繋げるため、児童生徒及
び保護者、学校、関係機関が連携し、個々に応じた相談が実施できるよう相談体制の充実を図るとともに、不登校児童生徒の社会的自立を図るため、適
応指導教室などの運営を継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

不登校いじめ対策・
教育相談事業

不登校児童生徒の学校復帰と社会的自立
を支援するため、保護者や学校、関係機
関と連携して、ひきこもりや不登校児童
生徒の解消と未然防止を図る。問題の早
期解決を図るため、児童生徒及びその保
護者を対象に面談や家庭訪問による相談
支援を行う。

適応指導教室指導員を配置し不
登校児童生徒への対応　不登校
児童生徒　85人
適応指導教室「みらい塾」の運
営　通級児童生徒  18人
スクールソーシャルワーカーの
配置　相談件数　269件
子どもサポートセンター相談員
（臨床心理士）による相談　相
談件数 381人
指導支援ボランティアによる体
験活動

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-3 安心して学べる体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-3-2 教育相談体制の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

578 578

青少年健全育成
連絡協議会　6
地区

令和3年度青少
年健全育成連絡
協議会　活動実
績　5地区

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は青少年健全育成大会による青春メッセージやアンビシャス・フォーラムについては、オンラインで開催することができた。また、青少年健
全育成連絡協議会による地域で子どもを守り育む活動については、一部コロナウイルス感染拡大のため、実施できなかった地域があるが、安心安全な地
域作りのために今後も継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

青少年健全育成事業

学校・家庭・地域が一体となり、地域で
子どもを守り、育むことのできる安全安
心な地域づくりを進めるため、青少年健
全育成大会の開催等、各地区の青少年健
全育成連絡協議会と連携した取組を行
う。

少年の主張石狩大会(令和3年9月
10日～30日ウェブ開催)
どさんこ☆子ども地区会議（令
和3年10月23日開催）
青少年健全育成大会（令和4年3
月2日開催）
アンビシャス・フォーラム（子
ども会議）（令和4年3月2日開
催）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-3 安心して学べる体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-3-3 地域が支える健全育成活動の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

5,475 5,475

令和2年度不審
者情報メール配
信件数　14件

令和3年度不審
者情報メール配
信件数　9件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

不審者情報の一元化と情報共有により、学校・家庭・地域が一体となって、子どもを見守る地域づくりが進められている。今後は、近年の児童生徒を対
象とした犯罪や事故などを踏まえ、子ども110番の家やスクールガードリーダーなど、より一層地域と連携したネットワーク作りに向けた検討が必要で
ある。

二次評価についての
コメント

地域と連携したネットワーク作りに向けて引き続き検討すること。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

教
育
支
援
課

青少年安全対策事業

関係機関や地域と連携を図り、青少年の
問題行動等の未然防止や非行防止を推進
する。
専任指導員と指導主事（生徒指導担当）
を1人ずつ配置し、学校施設、通学路等の
安全確認及び巡回指導を行い、子どもた
ちの安全を確保する。

補導巡視活動及び立入調査や不
審者等に対する対応啓発（指導
主事1人・専任指導員を1人配
置）
不審者情報メール配信システム
登録者数　662人
各小中学校でネットパトロール

要検討 要検討

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-3 安心して学べる体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-3-3 地域が支える健全育成活動の充実


